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ァールエス デー ィー 自然通気お 
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このたびは本機をお買い求めいたださ 
まことにありがとうございまず。 

参ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をよ < お読みいただき、正 
し < 使用してください。 

この「取扱説明書」は、保証書と共 
に大切に保管しておいてください。 

•取扱説明書を紛失された場含は、お 
買い求め⑩販壳店にご相談くださし、。 
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山安をのにめに必ずお守0 くだすい 


参お使いになる人や他の人へのち害と財産への損害を未然に防ぎ、聲品を安全に正しく使用するた曲に、必ずお守りいた 
だくことを説明してい東す。 

参ここに示した表示は、誤った使いかたをしたと$に生じる盾害や損害の程度をなの表示で区分し、説明していまず。 


A 危険 (DANGER) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ危険、ま 
たは火災の危険が差し迫って生じることが想定される内容を示していまず。 

A 警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び死 t 、 重傷を負う可能性、 
まには火災の可能性が想定される内容を示していまず。 

1 A ま意に AUTION) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性や物的損 
害の発をび想定される内容を示しています。 


お守りいただ<内容を、次の絵表示で区分しています I 


0O® ® (S) 

この絵表示は、「禁止」さ 
れている内容です。 


この絵表示は、「注意ル 
ていただく内容でず。 

〇爲 

この絵表示は、必ずして 
いただ< r 指を.!内容です。 

説日月文中の「お願い」事頃は、本機を誤りなく正しく 
お使いいただくための巧容が記載されています。 



確認 


A 盾険 (DANGER) 


★ガソリン 使用禁止 I 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶巧に使用しないでくだごい。 
か霊の寇入でを、乂災の原因になります D 


告 (WARNING) 


•給油口□金は確実に締めてください。 

給油□口蓋を下にして、油漏れがないことを確かめてください。 

給油ロロ金を斜曲に姉めたりすると、簡単に給础□口金びはずれて、火災の原因になります。 
♦油タンクから油び漏れるが態では絶巧に使用しないでくださし、火災の原因になります。_ 

|寺可庶畦ガス使巧 ^ 

ス I -ーブを使用している部屋で、可燃性ガスが発生ずるもの（ガソ U ン、ベンジン、シン ぶ 
ナ ー) や、スプレーを使用しないでください。 俯‘ 

火災の原因になります。 11^ 


で 

使用禁止 


；]*1；給油時ミ号乂 I 

給油は、必ず消火し、ストーブの湿度び充分に下がってから、他に火の気のない状態でおこ 
なつてくだごい。 

火災の原因になります。 


爲 

換気 

容 

每 


禁止 

〇 


〇 

消乂 


★油漏れ危険 


スプレー吿やカセットこんろ巧ボンベなどを、ストーブの上や前に放置しないでください。 
熱で出の圧力が上がり、爆発し、危険です。 


I 韦 寝るとさ消火 

寝るときやが出ずるとさは、必ず火が消えていることを罐認してください。 
予想しない事故が発生するおそれびあります。 


★換気が要 I 

•換気せずに使巧しつづけないでください。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などが発生して中毒になるおそれがあります。 
また、¥蜘児や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれがありまず。 

参使用中は必ず1時間に1〜2回 （1 〜2分）換気して、新鮮な空気を補給してください。 

窓び;果結していたり、地下室などで操気げ充分におこなえない場所では、使用しないで 
ください。 _ 


★スプレー吿厳禁 


カーテン、可燃物 近接厳禁 I 

カー子，ンや燃えやすいをののそばなどでは使用しないでくださし\ 
ストーブの前に可燃物を置かないでくだごい。 

ストーブの熱気で着火して、火がの原因になります。 


女を類の 乾燥厳禁 

あ類などの乾燥には使用しないでください。 

乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下して、火災の原因になります。 









指示 


告 (WARNING) 


★空だき^ 

なべ、や^んやつライパンなどは、空ださしないでくだごい。 
空ださすると火災の原因になりま弓。 


A 注意 (caution) 


;★大なべ禁止] 

•天娠か b はみ出すような大なべ、鉄板などをのせないでください。 が二三巧^ 

内部に熱がこちったり炎が横にのびたりして異常燃焼のおそれがあります。 料。域 

•不安をなやかん、なべなどは使用しないでください。 ho 

範倒ず るおそれがあ りまず。 __ ム- ^ 

|>やかんやなべをどの使巧注意 ッ 

やかんやなべなどをのせた蠕をは、細むのミ主意をしてください。 

振動や接觸によって、やかんやなべなどの熱漏がこぼれ、やけどのおそれがありまず。 巧二な9 

吹きこぽれたり、煮こぼれたりした場合は、お賞い巧めの販売店に点検を依頼してください。 

ストーブ の故障の原因に なります。_ ___ 

I ★ 変質巧油禁止 

変質好油（持ち越した巧油など）、不純灯油（丹油 iU 外の油•水-ごみが遲入した丹油など）を使用しないで 
<ださい。 

異常燃焼や故障（しんが下びらない、点火できない、乂が消えない）の原因になりまず。 


:焼中移動禁止 V ;も 

火のついたまま持ち運ばないでください。 

やけどのおそれがあります。また、転倒すると火ぶになるおそれがあります。 

~★移動 ，產搬ずるとを のを意 i 

•ストーブを移動ずる場合は、必ず消火し、ストーブの温慶び充分に下げってから、油タンクを取り出し、 
傾けないように静かに移動してください。 

•修理•弓 I 越しなどで、ストーブを運搬される攝含は、電池ケースか日乾電地を取りはずして、油タンクを取り 
出し、油到ブざらの灯油を必ず扳いてくださし、運搬の違中に W 油びこぼれて、周固をミちずおそれびあります。 


I ★異常 時使用禁止 

におい、ずずの発生、炎の状態など異常燃焼を起こしたときは、使用しないでください。 
緊急の塌合でもあわてずに、しんを下げて消火してくだ江い。 


★燃焼 筒のガラス割 れ使用禁止 I 

燃焼筒の外筒（ガラス）が欠けたり、割れて破損したままの状態では、絶巧に使用しないでください。 
異常燃焼を起こしたり、すすび発生ずるおそれがありまず。 

I ★正 常燃療ち確認 

燃焼中は時々炎をおて、正常燃焼していることを確かめてくだごい。 

しんが上がりすぎたり、燃焼簡びずれていると、ずすが出て異常燃焼を起こして危険です。 

女高温部接軸禁 止 I 

•燃焼中や消火直德は、高温部、天板（ス I -ーブの上面）やガードに手などふれないようま (Sfeu 
意して < ださい。 薦 

やけどのおそれがあります。 

•やかんやなべの取っ手は、加熱している場含ちありまずので注意してくだごい。 _ ^-^ 

★高電お M 的台游 

点火装謹は、点火時に高電圧び発生します。点火プラグに不用意にさわらないでください。 

感電のおそれがあります。 / 

掃除、点検■手入れをするときは、必ず乾電地を取りはずしてからおこなってください。 ■ 誦 

[^<1 相なこ長時間 あをちを UV | 房 

ストーブの間近でふく射熱に長時間あたりつづけると、低遍やけどや脱水症状になるおそ 4=02： 
れがありまず。 レー 

とくに、幼いお子様やお年寄り、体の不自由なかたや病気のかたなどの暖房には充分にま 
量してください。 _ _ _ _ 一 —心ゴ 

★ほこりの除去 I 

反射板、置台、製品内部のほこりをと-さどを除去してください。 

前板の下か6燃焼巧空気を破い込みますので、紙、ビニールなどを入れないようにミ主意してください。 
ごみ、ほこりなどがつまると、異常燃焼や火災の原因になりまず。 


を 

〇 

指示 
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禁止 

0 

_一禁止_ 

を 

0 

使厢禁止 

0 

使用禁止 

な 

接触禁止 

A 

感電を意 

A 

やけどま意 

〇 












田安全のために必ずお守り <ださい 


ZL ミ主意に AUTION) 


「をを装置の作動確認 


参使用開始時と、使用中は]箇月に]回政上、対震自動消火装置を作動させて確実に消乂することを確か曲 
てください。 

確実に消火しないとさは使巧しないで、すぐに修理してください。 

•使用開始時と、使用中は]箇月に1回仪上、給油時消火装置び作動することを確かめてください。 

正常にセット、作動しないとさは使用しないで、すぐに修理してください。 

★純正部品 の使用！ 

しんなどの部品は、必ずトヨト S 純正部品（指定された部品）を使用してください。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なラばかりでなく、故障や予想しない事故び発生するおそ 
れがありまず。 _____ _ _ 

★分解修理-お是お壽互 

故障、破慎したら使用しないでください。 

ストープは絶対に改造して使用しないでください。 

不完全な修理や改造は危険です。 


★關媒、脱臭フィルター使巧禁止 I 


巿販の触媒料脱臭フイルターをスト 
異常燃焼や火災の原因になりまず。 


-ブに取り付けたり、燃焼簡の上にのせたりしないでください。 


戊おモ様やお年寄 りのご使巧 にを意 I 

おモ様やお年寄り、体の不自由なかたがお使いになる場合は、ス I -- ブの取扱い、部屋の換気、高温部への 
接触によるやけど、低温やけどや脱水症状などについて周圃の人び充分に注意してください。 


〇 

確認 

〇 

_指示 

分解禁止 

0 

使用禁止 

か 


保管時にしていただ < こと 

•長期間使用しないとき、または保管するときは、必ず口油を抜いて、電池ケースから乾電池を取りはずしてください。 
傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

火災のおそれがあります。 

• しんの手入れ（から焼きク I 」一ニング）は、風があたる蠕所ではおこなわないでください。 

火災のおそれびありまず。 


I ★廃棄 するとを 

ストーブを廃棄姐分するときは、必ず油タンク、油受けざら内の丹油を巧を取り、電池ケースか b 乾電池 
を取りはずしてください。(の] mg '] 参照) 

灯油や乾電弛び入ったまま廃棄すると I 」サイクルの際、予想しない事故が発生するおそれびあります。 


〇 

指示 

〇 


i ★なの場所では使 用しない I 

火災や予想しない事故や故障の原因になります。 

(水孕でなし、塌巧、不安 定を場所 :） 

•傾斜した場所や振動の襯しいところでは、使用しない 
でください。 

対震自動消火装置が誤作動することびあります。 

参しっかりしたじょラぶな蠕所で樓用して< ださい。 

参移動車両の中や、不安定な台の上で使用しないでくだ 
さい。転落したり、火災になるおそれがあります。 

(暖户 る場所 ) 

暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたをし 
ないで < ださい。 

乂災の原因になります。 

(音 こ矿卢湿気のをい場 雨） 

粉類や繊維を取り扱ラ場所や温室•養鶏場など、塵やほ 
こりの多い場所では使用しないでください。 

燃焼用空気を取り入れる簡巧が目づまり状態になり、異 
常燃焼を起こすおそれがありまず。 

(福 • 飼育室を玄又の いない場所 ) 

使用環境の変化で、予想しない事故び発生するおそれが 
あ0ます。 


J 口り* 

( 風のあた る場所、 部屋の出 入口、 匿が ) 

参風のあたる場所や屋外では使用しないで V V 
ください。炎び出て危隙です。 

掃除機の排気にもま憲してください。 使用^止 

善部屋の出入口など人の通る場所、人がぶつかったりつ 
まず<場所で使巧すると、輯倒して事故や乂災び起さ 
るおそれびありまず。 

( 不ま定な 商言な "はた棚など ;な卡) 

疆下物により火災び起きるおそれびあります。 

V — 阜射日宪を志たる場所、温度の高い攝兩) 

•異常燃焼を起こすおそれがあります。 

•ミ由タンクの丹油があふれ出て乂災のおそれびあります。 

C Wltt ガスち 晃をす寒場所、去忘な たまる場 南;) 

爆発や火災の原因になります。 

(理•美容院、ク U - Z ング店 などスプレ—や化学藝所） 

化学襲品びストーブの熱で変化し、ストーブの故障や、 


腐食性ガスの発生により金属•鏡 • 
原因とな0ます。 

(高地(す— 300 の 場雨た: 

酸素濃腹が薄いので異常燃焼をお 
こすおそれびあじます。 


ガラスなどを傷がる 



3 






A ミち意に AUTION) 


I ★可燃物（木壁、 合板、ふずまな ど)との 距離を離ず I 

•ス I ブから可燃物との距離は、ち図の指定政上の距離を保つように 
してくださし、。 

♦ストーブ上方の娜などとの距離は必ず] m 政上あけて<ださい。 
•上方の棚などからの落下物びないようにしてください。 

•カーテンなどび風でゆらいでもストーブにふれないようにしてください。 
•家具などからは充分な醒離をとってください。 

^熱で変形や変を、自然発火することびあります。 


r ~ 

ぉ願い (NOT に E ) 1 

★打油の廃棄 

I な油の廃棄処分は、丹油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 



圓使用ずる場所 


★効果的に使用ずるために 


♦外気に接する窓の下や壁面など、冷気の入ってくる場所にストープを置くと、冷気がストーブで隱 
曲られて上昇対流しまずので、部屋の温度のムラびかなくな0効 粟 的な暖房びで安ます。 

ただし、部屋の出入□や人の通る塌所、風のあたる場所、可燃物のそばには置かないでください。 
参部屋の空気をヴーキユレータなどで巧流させますと、部屋の温度のムラびよりかなくなり、効果的 
に暖房がでさます。（このときス I -ーブには直接風びあたらないように注意してください。） 



國各部のなまえ 



構造図 





列筒 
(ガラス） 


一 RS-D 朗曰 E-j 

トヨ耐熱しん1 
' 第29種 


— R ご - D 239 E -— j パイドド、ノ 

トヨ耐熱しん I 



油タンク 
(こぼれま控付） 

油璧計 


しん調節器 
パツキン 


W 給油□口金 
油受け 




ご注意 


耐熱しんに、幻■油の燃えかす（タール）がを量に付着しまずと、しんが下が5な<なったり点火しにく <なったり 
しまず。「0保管 I 「目しんの手入れをずる」を梦照して、しんのか S 焼きクリーニングをしてください。 


A 


















禁止 


禁止 


图使用前の準備 


A 危険 


★ガソリン使巧禁止 I 


ガソリンなど揮猪性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
少量の混入でも、火災の原因になりまず。 


参燃料は口油 （ J に1号灯油）を必ず使用してください。 
♦変質打油、す純讯由は、絶がに使巧しないでください。 

•誤ってガソリンなどの燃料を使用したことがわかったとき r " 
はあわてずに、緊急消火ボタンを押して消火してください。 
•変質な油（持ち越した灯油など）、不純な油（打油 i ； 又がの;由- 
水-ごみが混入した灯油など)は、絕翊こ使用しないでくだごい。 . _ 
異常燃焼や故障の原画になります。 

•市販されている助燃剤（添孤剔）は使巧しないでください。 — 

異常燃焼を起こずおそれがあります。 


口油とガソリンの見分けかたのボイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹きかけます。 
(火の気のない所でおこな互てください。） 

〇灯油 1 X ガソリン 


♦口油の保管のしかた 

•灯油は必ず火気、雨水、ごみ、高遍および直射 
日光を避けた場所に保誓してください。 

参丹油容器は専用のきれいな容器を使 
用してください。また巧油容器は必 
ず J に認定品で青色の巧油専用容器を 
便用してくたごい。 焊っ^^ 

♦灯油容器巧の丹油が少ないと温度変化 
により結露して水がたまることがあり 
ます。 _ 

•ドラムちなどで、長期間大量に保管し- 

ないで < ださい。 

•お子様の手のとどかない所に保管してください。 


C 変賛 g 油とは0 

•ちい灯油。（ひと憂持ち越した巧油) 
•長期間、曰光の当たる場所や、温廣の 
高い場所に保管した丹油。 

•容器のふたび開けてあったり、乳白色 
の容器で保管した丹油は変質しやすい。 
•蜜質のひどいものは黄を喊をおびたり、 
すつばいにおいびします。 

•変質を防ぐため丹油は翌シースンに持 
ち越さないようにしてください。 


麓れたままです。 j すぐに乾いてしまいます。 

_良 い保曽 r 悪 い 保管 

直射日光、雨水び当たらず、直射曰光、雨水の当たるベ 
火気のない冷暗所へ保管。ランダなど、室外の保管。 


古いな油は' 
\使わないで, 


0 

使用禁止 


( 不純巧ミ由とは） 

•丹;由じ m の油（ガソ U ン、シンナー、天 
ふろ池機械油、重油など）がほんの少 
しでも混入した阿油。 ，'\ 

参水やごみが混入したむ油。 >. 


使用禁止 


/口油似外の\ ^ 

いを、水、ごみを V 
\入れなぃでノ 由ーピ 

''.' 、一 .- み 


I -ーブを取り出ず 


i 包装箱に表示してある「包装の内容」をご b 
* んになったラえで、包装箱から包装がなど 
を取り隙き、製品を傷付けないように取り 
出して < ださい。 

包装箱や包装材はスト…ブを保管するとき 
に必要です。取扱説明書-保証書ち忘れず 
に保當してください。 

/- お願い——— - N 

包装巧は可燃物ですか5、必ず取り除いて 
ください。_ 夕 

クガードのち下すみを少し持ち上げて手前 
に引さ、ガードを開けてください。 


3 燃焼筒を納めて百尉す—ド^^ 

いる包装がは、 

燃焼筒をしっか 

0おごえながら j がす 

ち図のイラスト 7 

のミシン目にそ スー ' 

って切り取ってください。 

广 わ原員し、- - 

包装巧を切り取る 際、 手前へ持ち上げるよう 
にして、天板等に手をぶつけないようにを 意 
^し、手袋などを使用してください。 

A 包装がを左ちに拡げるよ I 一_ 

" うにして取りのぞいてく 

ださぃ。 禁 i で 

ち反射板固定用のテープを ir - 
^ 取りはずしてください。科_ 


燃焼筒を納めてい 
る包装材を取り隙 
き、燃焼簡を取り 
出して < ださい。 

参包装巧の巧に指 
を入れ、内側に 
す斤り曲げてある 
部分（凹部）を 
5いぶし、’凸 
材を下へ下げ 
て、燃焼筒を取 
り出して<ださ 
い。 

反射板固定巧のテ 
-プを取りはずし 
て < ださい。 









燃焼筒をセツトする_乾電池を取り付ける 


燃焼筒をしん 調節 器の上に正しくセット 
し燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動かし、 
燃焼筒が正しくセツトされているか腊か 
めて <だごい。 


•乾電池は別売です。 

♦市販の単二形義電池 （4 個）を購入の上、本体 
後側の電池ケースに、©©を正しくをわせ 
て入れてください。， 


2ガードを、ちとの位霞に開じてください I 


•新しい乾電池とをい乾電池、種類の違う乾電 
池を混ぜて使用しまずと、点火でさなかった 
り、点火しにくくなったり、液漏れや破裂ず 
る原因になりまず。 

/ -お願い - - N 

製品の輸送中に生じた外筒(おラス）の破損、 
燃焼 筒のをお、ねじのゆるみや、はずれな 
1どがないか調べて<ださい。 , 


変質口油，不純巧油の見分けかた（コップに水を入れ、なに'灯油を入れて背後に白い紙をあてます。 


保管期間び短く、水と同じ無色透 かしでを色びついていたら使用しな •紫が織で口油が劣化した時は、’ 灯 


明なら正常。 


0 

使用禁止 


油が変色しにく <見分けかたが難 
しくなりまず。 

ひと夏持ち越した灯油は無色透明 
でち絶-がに使巧しないでくださ 


変質な油や不純な油を使用ずると 


万一変質灯油や不純な油を使ったときの姐置のしかた 


•変質な油や不純な油を使用しますと、な油の程 
度にもよりまずが、1〜3日日のご使巧でしん 
にを量の夕ールがたまり、しんの先端が固<な 
ったり、点乂しにく <なったり、しんび上下し 
に< くなったり、炎が大きくな日な< なったり、 
激しいにおいがしたりします。 

また、消火時にしんが下が!5ず火が巢えな<な 
ります。 

♦策巧麓) V した丹油を使用しますと、油タンクに 
丹油び残っていても炎がルさくなったり、しん 
び上下しにくくなったり、 異常 燃焼を起こして 
激しいにおいがしたり、火が消えたりし来ず。 

参ガソリン、シンナーなど、揮発性の高いものが 
混入した口油を使用しまずと、乂災の原因にな 
0ます。 


油タンクや;'由受けさ'ら内の悪い打油を抜を取 
り、 良質の阿ミ由で内部を2〜3回な淨してから 
良質の灯油に入れ替えてください。（惡い灯油 
が残っていると巧発します。） 

圓 G 揉誓]「目しんの手入れをずる」を参照 
して、しんの先端の固くなっている部分を、 
ラジオペンチなどで軽くつぶしてか弓、しんの 
か5微をク y — ニンク’をおこなって < ださい。 

しんのを入れをおこなっても効黒のないとさ 
や、水が多量に混入している場含は、しんを 
取り替えてください。 

しんの取0替えは、販売店までお問い含わせ 
<ださい。 


--お願し、----- 

変質灯油や不純灯油び原因でアフターサービスを依願されたときは、保証期間中でち有料修理となります。 








性 使用 前の 準備 


給油のしかた 



給油は、必ず消火して、ストーブの温度が充分に下がってから、他に火の気のない状 
態でおこなってくださし、。 

火災の原因になりまず。 


〇 


油タンクを取り出す。 

参油タンクを取り出し、給油□□金を、左 rc つ」 
に回して取0はずして < ださい。 

•給油 U □金を取りはずず前に、先端のお部を押ず 
と、給油ロロ金が取りはずしやずくなります。 

ク1111れ 檔ミ由ロロ金 




、菊里のに苗/ 


2 油 量 計を見なが5給袖 ___ 

する。 / 

•市販の給油ポンプの先端 三 

をジャ バラの 手前まで差 LV 

し込んで、油量計を見な 八、‘ 

がら給油してください。 _/グ I 1.11:が I 
(ホースが振けないよ5 A f ; 邸' 

にま意しながら給油して 、 人、」||) 

ください。） 一 /- 

♦灯油は、油量計のほぼ上 / 

部（も図の 給油が 置今） ん. © 

まで給油してください。給由位湿 
入れ過ぎますと、あふれつ~ 011 \ 

出ることがお0ますので i m ] 

お分に注意してくださ \巧。^ ノ 

ぃ。 \ミ里三少 

广 お 願し、 ^ N 

•油タンクの中にある「こぼれまお」 の弁 弁 

が、給袖□の近くまで上がっているとき 
は、弁を下へ押し下げてください。 旅 
•油タンクの中にある「こぼれま偉」は、給 
油口□盡がはずれたときに、袖漏れを防ぐ 三 

装誓ですので、取りはずさないでください。給■痛！ゴ 

K _ J 

q 給油ロロ金を「カチッ」と 、 

音がずるまでち「〇 J に 

回して、しっかり締める。 fif — 

•正しく締めると油タンクの赤色の線が見えなくな 
ります。 

•給油ロロ金を下にして、油漏れがないことを醒か 
曲て < ださい。 

r -お願い-^ 

給油口 □金を斜めに 赤色の線 

締めたりずると、簡 J — 1 \ 

単に給油日日#がは [ g |||- ii ||| V 弓||面马 
ずれ、乂がの原因に 吗叫 NtKB 

なりまず。 -- - 

しまつている しまっていない 


•油タンクから灯油び漏れ 
る状態で使用しないでく 
ださい。 

火災のおそれびありまず。 
•同時に多数の油タンクに 
給油ずる場食は、類似し 
ている繪油□□金があり 
ますので、間違えないよ 
ラにして < ださい。 

灯油が出な< なったり、 
故障の原因になりまず。 

参好油容器のふたち、しっか 
り締めでおいてください。 

4こぽれた灯油はよ<ふ 
き取る。 

春こぼれた灯油は必ずきれ 
いにふさ取ってください。 
危険ですし、燃焼中に臭 
気を発生ずる原因にをな 
ります。 

R 油タンクをセットずる。 

•油タンクを、本体に正し 
く、ゆつく0とセットし 
て < ださい。 




〔本機の給油□口盡] 




誠 







---お願い--^ 

才ート給ミ由ポンプ（自動停止裝置が）を使用ず 
る場含 

•市販のオート給油ポンプ（白動停止装置巧）のなかに 
は、「こぼれま栓」と干渉して、次のような不具含状 
態にな0、正しく給油でさないちのびありまず。 

[不具爸〕1スイッチを入れると、すぐに停止して 
しまラ。 

(処置）•油タンクに差し込むホースの 
センサー部の位置（方向）を 

パかブろ 

•ポンプの乾電池の消耗度を確 
かめる。消耗していれば交換 
する。 

2自動停止しない。灯油びあふれてしま 

う。 

(処置）•ポンプの取披説明書にしたが 
つて、图定員の位置を調整す 
な。 

•上記の処置をしても正しく給油できない場合は、直 
ちに給油：を中止し、他の給ミ由ポンプ（手動式ポンプ 
など）を使用して、正しく給ミ由してくださし、。 


油量計 


給油ずるとをの目を j 


>ストーブを使用するときは、ときどき油 墨 計を見て、灯細が油量計の下部（ち鹽参 
照）まで減りましたら消火して、給油してください。給油は巧油がなくなる前にし 
て < ださい。 


\ Q a 
〇 D □ o' 


灯油1 
の位置 I 





点乂前の準備と確認 


>ス|-ーブの上方や周囲、置台の上に、巧類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認してください。巧燃物びある 

と乂がのおそれがあ0ます。 

►ストーブが水平で安定した場所に設置してあることを醒認してください。 


、燃焼筒と迪タンクのセツトを確認する 


•点火操作をする前には、必ず燃焼筒が正しくしん調節器 
にセツトされているかどうか、燃焼筒つまみを在ちに2〜 
3回動かして、スムースに動くことを碼認してください。 
♦油タンクがセツトされていないと、給迪時消火装置が作 
動して、しん調節つまみび戻り、点火でさません。 


巧震自動消火装置のセット 


しん調節つまみを「燃焼」の方向 （ 〇 ) にゆつくり止まる 
まで回しますと、対震自動消火装置は I 自動的にセットされ 
ます。巧靈有動消火装置びセットできない場をは、一旦し 
ん調節つまみを「緊急消火位置」（消火装置セット）の方向 
(〇)へ回してください。 


圆使いかた 


点义のしかた 


参初故てお使いになるとさは、点火後、ストーブに付着して 
いるほこりや油が焼けるにおいがしまずび、しばらくお使 
いいただければにおいはなくなります。 

♦点乂後しば b くの間は、炎が安定はず、「ボッ、ボッ、ボッ」 
と燃焼音がしますび、異常ではありまはん。しばらくすると 
炎が安定し、音びしなくなりまず。 


しん調節つまみを「馬火」の 

方向へゆっくり回す。 こ" 

•しん調節つまみの目印を 

「点火」のち向（〇)にゆ ^ 

っくり完全に止まるまで回 
してください。（しんが上 
びり点乂します。） / 

♦点火操作の途中で「ピィ…」と言う放電音がしま 
ずが、しん誕節つまわはそのまま止まるまで回し 
てください。 

♦しん調節つまみが、止まらずに戻ってしまう場合 
は、油タンクが正しくセットごれているか確認し 
てください。それでも戻ってしまラ場をは、一旦、 
しん調節つまみを r 緊急消火位置」（消火装置セッ 
卜）の方向（〇)へ回してくだごい。回せない場 
合や硬い場合は、しんにタールげついていまず。 
しんの手入れ（から焼さクリーニング）または、新 
しいしんと交換してください。 

乂が着いたことを確認ずる。 

•乂が着いたことを確認したら、手をしん調節つま 
みからゆっくりはなして<ださい。 

参火び着いた後もしん調節つまみを回しさったままで 
すと、乾電地の消耗び早くなりまず。またカーボン 
び付着して、点火しにくくなる原因になります。 
点乂しにくい場合は 

•点火プラグ付おから白煙が出で点乂しにくい場含 
は、しん調節つまみをかし戻してから、再び「点 
火」の方向に、ゆっくり止まるまで回ずと点火し 
やず< なじます。 

•しんにタールや力ーボンが付着したり、点火プラグ 
が巧れてくると、点乂しに<くなりまず。しんの手 
入れ、しんの修正、点乂プラグの掃隆ををこなって 
ください。（な I 点橋 ‘， PXn •回保皆 1夢照） 

•乾電池の電圧が不壳分で点火しにくい場含は、新 
しい乾電池〔孽二形乾蓮池4個〕をご購入のラえ 
交換してご使用ください。 

燃焼筒のセットを確認ずる。__二-- T-S 

点火操作後、燃焼筒つまみを左ちに 
2〜3回動かし、燃焼筒が正しくし 
ん調節器にセットされているか、し 
んの上にのっていないかを必ず確か二^^看三 
めてください。燃焼筒が化しくセッ 
卜されて.いないと、異常燃焼し、火二一 JV ? 如二 
おになるおそれびあります。 ^ 


--お願い-- 

•使い始めや、しんの资換後、しんの手入れ（か S 焼 
きクリーニング）をしたときは、給油後約15分 
上待って、しんに巧分な巧ミ由が吸い上げ6れてか 
b 点火してください。充分に吸い上ば曰れていな 
い状態で点乂しますと、しんを傷めまず。 

•新しい乾電池を入れてち、しんにミちれもないのに 
点火しにくい場 含は、居] 積-手入れ] 「しん 
の偃正」を参照して直してください。 


電池点乂が使えないとを 


しん調節つまみを「点火 J し 

の方向へゆっ < り回ず。ご 

•しん調節つまみの目印を"";;スも胃 dw 
「点火」 の方向 （ 〇 ) に 、夕 
ゆっくり完まに止まるまで回してください。 

参しん調節つまみび、止まらずに戻ってしまう場を 
は、油タンクが正しくセットされているか確認し 
てくだごい。それでち戻ってしまラ場をは、一旦、 
しん調節つまみを「緊急消火位置」（消火装置セッ 
卜）のち向（〇)へ回してください。回せない場 
をや硬い場含は、しんにタールがついていまず。 
しんの手入れ（から焼さク U —ニング）または、新 
しいしんと交換してください。 

マッチや市販の点乂用ライターで点火する。 

•ガードを開けて、燃焼筒を持 
ち上げ、マツチや市販の点火 h 强苗綺 


用ライターなどを使ってしん 


に火を着けてください。 みちつ 

•たばこ用のライターで点火し 

ないでください。 ^——\ 

•マッチで点火した場合は、マッチの燃えかずをし 
ん付近やストーブ巧に落としたり、置台の上に置 
かないで < ださし、。 

事故や火災の原因になります。 

燃焼 筒の セットを5崔認ずる。 

参火が着いたことを確認したら、燃焼筒つまみを左 
ちに2〜3回動かし、燃焼筒が正しくしん調節器 
にセットされているか、しん が Mil 叫 

の上にのっていないかを必ず 
蹈か曲てガードを閉じて<だ 祖苗點 

さい。燃焼筒び正しくセット 
されていないと、巽常燃焼し、 心--^^ '、.: 
火災になるおそれがあります。■ー バホ-- 
•火が讀いたことを確認した6、しん調節つまみを 
かしだけ（火が消えない程度に）消火の方向に回 
してみて、引っかかりがなくス厶ースにしんが下 
げられることを確認してから、もう一度しんを上 
げて使用してください。 

しん調節つまかびスムースに回 b ないときは、燃 
焼筒を持ち上げて、しんを完全に下げてから、点 
火操作を始めからやり直してください。 


8 











固使いかた 


炎の調節のしかた 


A 警告 


巧類などの乾燥には使用しないで<ださい。 

乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下して、火災の原因になります。 


© 


A ミま意 


心の調却 


やかんやなべなどをのせた蠕合は、細むのま意をしてくださし、。 

振動や接触によって、やかんやなべなどの熱扇がこぼれ、やけどのおそれがあります。 
吹きこぼれたり、煮こぼれたりした場合は、お買い求めの販売店に点検を依頼して 
<ださい。 

ストーブの故障の原因になりまず。 


〇 


炎の調節は、しん調節つまみを回しておこなってください。 

しん調節つまみを回して炎を調節するときは、のイラストをよく見て、必ず正常燃焼の状態で使用してください。 


tejgjS な就 

最大正常燃焼のとをの炎の長さは、燃焼筒の上部より約！〜 3 cm です。 



しん調節つまみの目印を、「ニオイセーブ消火位置」まで、ゆつ < りと回す。 

しん調節つまみの目印を r 消乂 I の方向「〇」のにオイセーブ消乂位置」までゆっくり止 
まるまで回してください。（速く回すとにおいび出やずくなります。） 


-、巧';•夫.， 


ウご肖、ぃを確钟ずる/ 

•においを少なくするた他、1〜己分程燃焼（炎が一部残る）して消火します。 

•しん調節つまみの目印が「ニオイセーブ消乂位置」にあり、火が消えたことを必ず礎認してください。 


緊急消火ボタンを押ず。 •ぶ^ 

参急速に消火ごせるため、においやすすが発生ずることびありまず。 た乂 

しん調節つまみの目印が「緊急消火位置」にあり、义び消えたことを必ず福認してください。/ク•ぶ；> 

•緊急消乂ボタンを押しても、しんが下が6ず消乂でをない場合は、しん調節つまみをグ 
強く左ち向（〇)に回して、しんを下ばてください。 

それでもしんが下が6ない場合は、油タンクを取り出し、乂が消えるまで燃やしきってください。 









/-お願い---- 

消火後、約已分間は再点火しないでください。燃焼筒が冷えないうちにしんを上げると、生ガスが舞生し、激しい臭気 
びでたり、点火しないことがありまず。 

V_ 


圆安全装置 


が震自動消乂装置 


参ストーブび地震（震度約已 iu 上）や強い振動、衝撃を受けたとさ、火災などの危険を防ぐために自動的に消乂させる 
安全装置でず。 

•しん調節つまみを「点乂」の方向にゆっくりと止まるまで回すと、自動的にセットされます。 

♦地露によって作動した場含は、周囲の可燃物がたおれていないか、磯器の損傷はないか、油がこぼれていないかなど 
異常がないことを確認した後、再点火してください。 

ft 綱 ;1 垣 巧 iPiiasi 

•燃焼中に油タンクを取り出ずと、自動的に消乂させる安全裝謹です。（しん調節つまみの目印が「緊急消火位置」に 
戻ります。） 

•油タンクを本体に挿入すると自動的にセットされ、しん調節つまみが回せるようになりまず。 

♦給油時消火装置は、消火した状態（しん調節つまみの目印び r ニオイセーブ消火位置」に©る場合）でち油タンクを 
说くと対震自動消火装置びセットでをなくなりまず。 

/-お願い-----、 

燃焼中に、耐震自動消火装置や、油タンクの給油時消火装置が働いた場合は、消火時のにおいが強く発生します。 

給油をされるとさは、においを抑えるためしん調節つまみで消火さ-せ、消火を確認してからミ由タンクを取り出してくだ 
さし、。_ 


3点検-手入れ 


点検-手入れのしかた 


点檢•手入れをおこなラとをは 


•ストーブを消火し、ストープの温度が充分に下がってか5おこなってください。 
♦手をけがしないようにず-袋をはめておこなってください。 

♦巧震自動消乂装置の取りはずし、分解はおこなわないで<だすい。 

鲁必ず乾電池を、電池ケースか S 取りはずしてか S おこなってください。 



点検箇所 

点検巧容 

処置方法 

ストープの 
周固 

•ストーブの周囲に可燃物や障害物びありませんか。 
[火災の原因になりまず] 

•常に藉理、掃除をし可燃物をストーブの周囲に置 
かないで < ださい。 

油こ1まれ 
油たま0 
油にじみ 

♦油タンク、油受けざら、醫台の表面に、灯油が 
こぼれたり、たまったり、にじんでいません 
わ、。 

[火災の原因になりまず] 

参こぼれたり、たまったり、にじんだ打 巧す j .; 

油はきれいにふき取ってください。弁部 
•油タンクの給油ロロ金の、お部な 
どにはさまっているごみなどを、 

取り除いてください。 W 敬 

独扇れ 

•油漏れはありませんか。 

[火災の原因になります] 

•巧油が漏れている場合は、すぐに使用をやゆ、お 
買いホめの販売店に修理を依頼してください。 

外筒 
(ガラス） 

•欠けに0、割れたりしていませんか。 

[異常燃焼の原固になります] 

•お買いホめの販売闻こ相談して、新しい外筒（ガ 
ラス）に交撰してください。 










馬巧 I モ人む 


点検 • 手入れのしかた 


1箇月に1回 iU 上 


点横箇戸斤 
ほこり 

燃焼用空気 
取入れ部 
(しん窠巧筒 
下部） 


点検内容 


•反射擺や置台にほこりがたまっていませんか。 
前板の下の臘間に祇、ビニールなどが入りこ 
んでいませんか。 

[異常燃焼や火災の原因になります] 


処置方法_ _ _ 

> 回 I ィ呆管 1 の]〜 已 項を参照して本体を取りはず 
し、置台と油受けざらの k 社普ち筑？ 

隙間(特にしん案内筒の下 
き R ) のほこり、ごみなどを 
取り隙いて<ださい。掃 [ ，-、带^で 
滞磯で暇い取るのを効栗 

的です。 i 


巧襄自動 
消乂装置 


乾電池 


燃焼筒 


•しん調節つまみを回してしんを上げてから、置 
台をゆすると、対震自動消火装置が作動し、そ 
のとさしんび下がり、しん調節つまみの目印び 
r 緊急消火位圖に戻りますか。 

~[確実に消火することを確認]_ 

•点火プラグのスパーク音は、「ピィー」と鳴0 
_まずか。 J ； 乾電池の電圧（消耗）点検]_ 

•燃焼筒の細かい巧に燃えかすや、ずずがが着 
していませんか。[異常燃焼の原因にな0ます。] 

~•しんの先端に夕ールが付着して、固くなって 
いませんか。 

( しんにタールが付着していると、巧のよラな^ 
—不具をが発生しまず。_ 

•消火操作をしてち、しんが下がらず、消 
乂しない。 

•しん上下の操作び重く、スムースにでさな 
い。 

•点火操作をしでも、点火しない。 

•燃焼筒が赤熱しなかったり、燃焼中ににお 
いびする。 


しん案内筒の下 |\ 

参しん調節つまみの目印び「緊急消乂位置」に戻 b 
ない攝合は、しんの項の点検をしてください。 

参販売店に修理を依頼してください。 


参音がかすれる墙食'は、電圧び下がっています。 

_新しい乾電池に交換してください。__ __ 

•ブラシなどを便って、雛えかずや、すすを取り除 
さ、きれいに掃膝してください。 

•夕ールが付着している場含は、 oLlij 「9しん 
の手入れをずる J に従って、しんの手入れをおこ 
なって < ださい。 


— - -お願い--—— 

参しんの手入れは、風があたる場所ではおこな 
わないで < ださい。 

•しんの手入れ中はにおいびしまずので、部屋 
の換気をしてください。 

•しんの手入れをおこなっても効果のない場含 
は、新しいしんに交換してください。 


点火プラグ 参点火プラグが、カーボンやタールで巧れてい•点火プラグび巧れているとさは 、I 点乂プラグの 
ませんか。 掃隙 J に従って処置をしてください。 

♦点火プラグがしんにくい込んでいませんか。•点火プラグがしんにくい込んでいるときは、 「し 
[点火不良の原因になります] んの 修正」にがって処置をしてください。 

給油時消乂 参しん調節つまみを回してしんを上げてから油参しん調節つまみの目印が r 繁急消乂 位置」に戻らな 
装置 タンクを持ち上げると、給油時消火装置が作 い場合は、 しんの 項の点検をしてください。 

動してしんが下びり、しん誕節つまみの目印♦販売店に修理を依頼してくだごい。 

び「緊急消火の置」に戻りますか。 


-点火プラグの掃除- 

♦ガードを取りはずし、燃焼筒を取り出してから、マイナスドライバーなどで、点火プラグ 
の電極や碍子部分に付着した巧れを取り除いてください。 

•掃除が終わりましたら、元どおりにしん調節器に燃焼筒をのせ、ガードを取り付け、乾電 
池を取り付けて正常に点火するかどラか禪認してください。 

参点火しにくかったり、点火しない場合は、 「しんの修正」 をするか、ちラー度されいに掃除 
し直してください。また、 しんのを入れ（か百焼すクリーニング） をおこなうと、点乂プ 
ラグに巧着した汚れび取れやずくなります。(回 〔保管 I 「9しんの手入れをずる」 養照） 


この部分を掃除する 


漏 



:点乂プラグ 


- しんの 111： 止- 

•燃焼簡を取り出し、しんを上げて点火プラグ近くのしんの側面を内測 
に、割り害などで輕く巧ごえるよラに撫でて、しんを整える。 ； 

•-一度しんを下げてから燃焼筒をのせ、点乂してください。 i 

しんと点火プラグ I 
の間をがし離す， 



しんか b 離れている 

、、お i パパ LT _ 



Uj A ,’ に接軸している 











圆定期点横 


長期間ご使巧になりますと、機器の点検が必要です。2年に]回程度、シーズン終了後などに、お賢い求が店、または、 
修理資格者[(財）日本石油燃焼機器保守協会 （TEL 日 3-3499-2 目 28) でおこなう技術管理講習舎修了者（石油機器技術 
管理±)など]のいる店などに点検依頼されることをおすず曲しまず。 


國故障-異常の見分けかたと処置方法 - f 鼓里を依頼される前に- 
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処置ちま 


しんの出過ぎ。 

〇 


〇 


〇 






しんを下げて、炎を調節する。 


しんの出が少ない。 

〇 

〇 



〇 




〇 


しんの高さを調節ずる。 

新しいしんと交換する。 

し 

ん 

しんに水を：含んでいる。またはミ由受 
けざ5巧に水が入っている。 

〇 

〇 





〇 

0 

0 


しんの手入れをする。または、新し 
いしんと交換する。 

油受けざら、油タンク內の口油を正 
常な灯油に交換する。 

しんにタールがついている。 

〇 

〇 


〇 

〇 


〇 

0 

〇 



燃焼筒がしんの上にのっている。 



〇 


〇 

〇 

〇 




点义してから必ず燃焼筒つまみを持 
つて左ちに2〜3回動かす。 

燃 

焼 

燃焼筒の変形。 



〇 


〇 

〇 


i 



内炎筒、外炎筒び変形していないか 
を禮かめる。（変形している場をは 
販売店に連絡する） 

筒 

しん調節器と燃焼筒との間にずを間 
がある。 


1 

〇 


〇 

〇 


i 

i 



しん調節器の上面にタールびついて 
いないか。または燃焼筒下部に不揃 
いがないかを調べる。 


外筒（ガラス）にひびや割れがある。 



〇 


〇 

這 





が筒（ガラス）を交換する。 

m 
れ1れ 

な油が変質している。（巧れた油やポリ 
容器で 1 年間持ち越した油など） 

〇 

〇 


〇 

0 


〇 

〇 

〇 


しんにタールがつ<原困となるので 
正常な灯油に交撰する。 

料 

な油びかやごみを含んでいる。 

豆 

〇- 





〇 

〇 

〇 

_| 

正常な灯油に交換する。 

油 

夕 

ン 

給油□口金が間違っている。 

〇 

〇 









給油ロロ金を正しいものに 取り換え 
る。 

ク 

油タンクが本体に入っていない。 

互 









-1 

油タンクを本体に入れる。 

乾 

乾電地が消耗している。 

鸟 










新しい乾輩池に交換する。 

'お 

池 

正し < 入れていない。 









1 1 

〇 

正し <入れ直ず。 

点 

乂 

点乂装置の コー ドがはずれている。 

〇 










コードがはずれているとさは正しく差 
し込む。その他は販売店に連絡ずる。 

点火装置がショート(短絡）している。 

0 









0 

ショートしないように直ず。 

不明のとさは販売店に連絡する。 

装 

点义プラグの電極げ正常でなし、。 

〇 










点义プラグび破損していないか確かめる。 
(破損している場合は販売店に連禱する） 

置 

点火プラグがしんにくい込んでいる。 
点乂プラグがミちれている。 

〇 










しんを修正ずる。 

点火プラグを掃驗ずる。 

置 

也 

製品巧卽に、ほこり、ごみびたまっ 
ている。 



〇 








製品内部を掃除ずる。 


この表政外の不具合があるときや、 処置方法により処讀をしてわ良くならないとさは、使巧を中止し、お質い巧めの販売店 
(しご相談くださし^。 


ぶ 









M 部品交換のしかた 


A' ま意 


しんなどの交換部品は、必ずトヨトミ純正部記（指定された部品）を使用してくださ 

純正部晶を使用しないと、ストープの性能を損なラばかりでなく、故障や予想しな 
し、事故が発生ずるおそれがありまず。 す旨を 


点火装置は、点乂時に高電圧が発生しまず。点火プラグに不用意にさわらないでく A 
ださい。感電のおそれびありまず。 /iX 

掃除-点検-お手入れをずるときは、必ず乾電池を取りはずしてか 5 おこなってく / 

だじい。 感電ま意 


♦曾えしん、外簡（ガラス）、燃焼筒などの交換部品が必要な場合は、お賢い巧めの販売店にご相談ください。 

•部品が販売店にない塌含は、別紙の I お客様相認惡己一覧 J までお間い合わせください。 


•ご自分で部品交換される攝貪は、下記の填目を守り、やけどや感電、けがなどしないよラま意しておこなってくだごい。 

① 手を やけどしないように、ストーブは消火し、温度び充巧下びるまで待ってください。 

©感輩しないように、乾電池は必ず電池ケースから殿りはずしてください。 

巧) 手を けがしないように、 手袋を はめてください。 

•不亮をな修理は危横です。お 質い 巧めの販売店か、 （財） 日本石油燃焼機器保守協会でおこなラ巧術管理講習食修了 
春（石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理依頼されることをおずすめしまず。 


しんの交換のしかた 


卜^トニ純正適合し/^._ _ しんの交換方法 ■ ま意内容は、 

トヨ耐 熱しん第2離脂 - D 29 9 E 商品〕--ド 11027807トヨ耐熱しんに添付されている 
トヨ耐熱しん第129種 RS - D 239 E 商吊]-ド11256907取披説明書をお読みください。 


ew 検査にを格したしんにはこのマーク 
m が貼ってあります。マークの色彩は、 
IP 白地に aw ンクで 表 おごれていまず。 


燃焼筒の交換のしかた 


燃焼筒 RS - D 299 E 

商□口口〕-ド I 1275006 

燃焼筒 RS - D 239 E 

商品]—ド 11113106 


点义プラグの交換のしかた 

点火プラグを交換するときは、お買い求めの贩売店または、別紙の 1お 客揉相談窓□— 賣 1 までお問いをわせください。 

乾電地の交換のしかた 

♦圓[を用前の 準備 ! ! 乾 聖油を 取り付 ける 1を参照して、必ず 4 個とも市販の新しい乾電池〔を二形乾電池〕に交換し 
て < ださい。 

参取りはずしたちい乾電池は、表示してある使用推裝期限内は、電地能力び残っていれば他の製品に使用でをますの 
で、再利用されることをおすすめします。 


の保管（長期間使用しない場台) 


A 長期間使用しないとき、または保管ずるときは、必ずな油を抜いて、電池ケースか弓 

ミ車胃乾電池を取りはずしてください。傾けたり、横倒しのが態では保管しないでください。 
火災のおそれがありまず。 


〇 


油タンク巧の灯油を抜さ 
おる。 

のス I ブから油タンクを取 
り化し、巧販の給油ポンプ 
(手動式）で、油タンク内の 
な油を抜を取ってください。 

煤わずかに残った灯油は、油 
タンクに給油 n □金を取り 
付け、油受けを本 f 本の中か 
ら取り出して給油□口金に 
押し当て、油タンクを上下 
にゆすって抜いてください。 






電池ケースから乾電池を、取 
り出してください。 



--お願し、-- 

乾電池を取り付けたまま保管すると液漏れしてス I 
ブを福食させることびあります。 












緊急消火ボタンを押して、巧露自 
動消火装置を作動させ、しんを下 
げてから、ガードを開いて、燃焼 
筒を取0出して < ださい。 ぃ4 


本体を元通りに組巧け、燃焼筒をしん調節器 
の上に正しくのせてください。 

I 打油を损いた油タンクを本体にセツトしまず。 

しんの手入れをする。（から焼きクリーニング) 


• しんの先端が固 < なっているとさ 左 

は、ラジオペンチなどで固い部分苗 f [? 

を軽くつぶしてからおこなってく 一， Y // 

ださい。 秦 

の通常の点乂操作をして、正しく燃 '一一:陰二 
焼させてください。 ::。4!/^ 

③火力が小さ-くなったら、しんを一な舞 
杯に上げて自然に消火ずるまで燃 
やしさってください。 

10緊急消火ボタンを押ず。 

巧震自動消火装置を 作動 させ、しんを下げた状態に 
してください。 

11収納する。 

難箱に入れて、ミ厭の少なし锡而に保管してくださ U 
「取扱説明書 J や 「保証書」 わちれずに大切に保管 
してください。 


；油受けざ!5巧の讯由を抜き取る。 

油受けを取り出してから、油受け 一^、 
ざら内の灯油を市販の給油ポンプ〜-巧 
(手動式）で掠き取ってください。 \\( 
•油タンク、油受けざ日に水やご I 

みが残ったまま保管すると、請 i 
や穴あをの原因になります。さ语心 
れいな打油ですすぎ洗いをして^ 
<ださい。残った巧油は、布切 
れなどで吸い取ってください。^ 

-感震 部の点検-手入れをおこなう 

♦ごみやほこりびついていたら、 ^ 

やわ目かい巧できれいににふき fw 
取つてください。 强巧部お^ 

•錯がを量に発生している塌合 ' ~ 

は、お買い求めの販売店に修搜了马ム考 
を依頼して < ださい。 

•ストーブ巧のミちれはぬれた布で hp - で接 
ふいて落とし、乾いた巧で水気 
を取り除いてぐださし、。 


——--お願い—————一 

•高温を湿、直射日光の当たる場所には、保管しない 
で < ださし、。 

謂が出たり、樹脂部品び変おずる原國になり棄ず。 
•油タンクは打油を掠き、本体にセットして保管して 
<ださい。 


•巧ミ由は、変質を防ぐたゆ、翌シースンに持ち越さない（使いきる）ようにしてください。 

♦取りはずした乾電池は表示してある使 雨 推奨期限阿ま電池能力が残っていれば他の製品に使用でさまずので、 再 利用 
されることをおすすめします。 


圆廃棄ずるとを 


岡 Hi 呆管 I の飞 

してください。 


-6 項を参照して、油タンク、油受けざら内の灯油を抜き取り、電地ケースから乾電池を取りはずして廃棄 


圆仕様 


^型式の呼び 

RS - D 299 E 

RS - D 239 E 

種 類 

自然通気お開放式石油ストーブ 

しん式*放射お 

点火ち式 

電池点火[単こお乾電池 4 個-別売] 

質 曇 

約 6 . 6 kg 

約 6 . 4 kg 

使用 燃料 

灯油 gisi 号） 

最大燃料消費量 j 

2.87 kw 
(0.279 L / h ) 

2.25 kw 
(0.219 L / h ) 

暖房が力 

2.87 kW 

2ぶ己 kW 

袖タンク 容墨 

3.6 し 

L 燃焼継続時間 

約 12.9 時間 

約 1 日.日時間 


型式 


外形寸法 
(霞台を含む) 


の呼び 
高さ 


しん 


—幅 

奧行 


種類 


呼び 

寸法 


内径 


厚さ 

脑量 


安全装置 


RS - D 299 E 


RS - D 239 E 


446 mm 


4 S 2 mm 


330 mm 
普通筒しん 


トヨ禍熱しん第39種トヨ耐熱し/。第12目權 


6己 mm 


2 .り mm 

200% 1 13己％ 


骑震自動消火装置(しん降下式) 
給油時消乂装置 








圆アフターサービス 


保証について 


♦添付しておりまず保証書は販売店で所定事頃を記入してお渡ししまずので、記載内容をご確認のうえ大切に保管して 
<だすし、。 

•保証期間は、お買いボめの曰より1年間でず。 

广 -——-お願い-- - --- -N 

つぎのような原因による故障および事故につきましては、保証の巧象となりませんのでごま意ください。 

(1) 変質丹油や不純灯油など、また灯油し U がの燃料を使巧したための故障や事撕。 

(2) ほこりやミちれなど、手入れのゆきとどかないためにおこった故障や事故。 

(3) 純正部品!;(外のものを使用したり、しんにタールが付着したり、水を暇ったり、乾孽弛の電圧す足による故障。 

(4) 消耗部品（乾輩池、しん、点火ヒーターなど）の故障。 

(己）この取械説明書や、ま意書、ラベル類による指お、危険-警告-ま意-お願い事項が守られず、誤った使い方をされ 


た場含の故障や事故。 

•その他詳細な保証內客については、保証書の記載巧容をご黯ください。 



修理を依頼するとき 


• 圓 商隋-異常の見分けか たと泌 思ち法1 に従って、処置をおこなってください。 

直らないと5は、使用を中止し、必ずお質い求めの販売店に修理を依賴して<ださい。 

•ご連鶴いただをたい内容は次の通りです。 — 

①品名…石油ストーブ（自然通気形開放式石油ストーブ） 

©型式の呼び…（例） RS - D 299 E 

③お K いまめ年月曰 

I ® 故障の状況（できるだけ具体的に） 

⑤おなまえ、おところ、電話番号 

♦修理に隙しましては、保証書をご提示ください。保註書の規定に従って、販売店が修理させていただをまず。 
•保証期間が過ぎていても、修理すれば使用できる場含には、ご希望によりち料で修理させてし侣だきます。 

参修理料金は、技術料、部話げ、出張料などで橘成されていまず。 

•修理■弓鹏しなどで、ストーブを蓮搬される場含は、叢弛ケースから乾電油を取りはずして、油タンク■油受けざ 
b 巧の灯油をないてください。運搬の途中に灯油びこぼれ、周團を巧ずおそれびあります。 


補修用性能部品について 


•石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造;]切り後目年でず。 

•補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 

• 消耗-劣化する部品 

♦使用期間により、交換■メンテナンスが必要な部品…しん、髓油口 □金、油受け 
♦変質’なミ由、不純巧油の使用で劣化しやずい部品…しん 


故障-修理の際の連絡巧 


アフターサービスについてごす明点は、お買い求めの販売店、または I お客 様相談窓□ —費1(別紙参照）までお問い台わ 
せ < ださい。 

V J 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


户型 式 


お買い求め年月日 

年 月 曰' 

お買いホめ店名 

(電話番号） （ ） 一 


株式会社1-3卜<呈 

本 村：干4目7-日8已已 

名古屋市瑞穂区桃園町日番17号 
フリーコール日] 2 日- 1 日 4-1 己4 
TEL <052)822-1 144 
FAX <052)822-2742 








